
入院のしおり

私たちの理念

膝・肩・肘・手・スポーツ障害の専門的医療
を提供することで患者さんの健康寿命や現役
寿命をのばすことが当院のミッションです。

患者さんの権利

1. 良質な医療を受ける権利

2. 自己の診療について決定する権利

3. 診療情報を知る権利

4. 秘密が守られる権利

患者さんの責務

1. 今まで受けた医療の内容や、自身の健康
状態を正確にスタッフにお伝えください。

2. ご自身や他の患者さんの診療が円滑に行
われるよう病院の規則をお守りください。

はじめに

• 指定の入院日時まで来院し受付にお越し
ください。

• 入院申込書には保証人・印鑑が必要にな
りますので、記入・捺印をお願いします。

• 健康保険証・各種公費医療証も一緒に提
示してください。

• 限度額適用認定を申請しましょう。

• 医療費や限度額認定、保険や労災などの
会計に関するお問い合わせは、1階受付に
お願いします。

入院が決まったら

◆当院では感染予防対策の観点から、入院
中の衣服（入院着・手術当日の術衣を含
む）と各種タオルを1日あたり500円です
べての患者さんに提供しております。予
めご了承ください。

入院時の持ち物

チェックリストとしてお使いください。

診察券

入院期間分の飲み物（水、お茶など）

下着、くつ下

靴（かかとがあり滑りにくく音が鳴らず
訓練しやすいシューズ）

お箸、スプーン、フォーク

現在服用中のお薬（入院日数＋14日分）

※入院中は原則ほかの医療施設の受診はでき
ません。自己注射薬や吸入薬、外用薬もご準
備ください。ご不明な点がありましたらご相
談ください。

手帳（お薬手帳、ペースメーカー手帳）

シャンプー、リンス

ボディソープ、洗顔類

歯ブラシ、コップ

ティッシュペーパー

マスク（病室内でもマスク着用です。入
院日数分をご準備ください）

携帯電話、充電器★

水筒★（お湯が欲しい方）

スキンケア用品、ひげ剃り★

入れ歯、ケース、洗浄剤★

杖や歩行補助具★

ストロー付きキャップ★

オムツ★

靴べら★ （膝の手術を受ける方）

長い柄つきのボディブラシ（肩の手術を
受ける方）

★は必要な方のみご準備ください。

※危険防止のため、ハサミやナイフ等の鋭利
なもの、ライター等の発火の恐れのあるもの
は持ち込み禁止です！

ご準備いただくもの



✓ お風呂はどうするの？

入院中はシャワー浴のみとなります。手術後
リハビリの時間帯等を確認して、ご自身で
シャワー（9:00‐16:00）予約を取っていた
だきます。

✓ 外出・外泊はできるの？

できません。特別な理由がある場合には、担
当スタッフにご相談ください。

✓ 貴重品はどうすればいい？

入院中は貴重品や多額の現金の持ち込みはお
断りしています。持ち物の紛失や事故があり
ましても補償は致しかねますのでご了承くだ
さい。室内にセーフティボックス（番号式鍵
付き引き出し）があります。ご利用ください。

✓ テレビや冷蔵庫、携帯電話、Wi-Fiは？

室内のテレビ、冷蔵庫、Wi-Fiは有料となっ
ており、１日1650円（税込）で制限なくお
使いいただけます。Wi-Fiは入院後にパス
ワードをお伝えします。携帯電話は各病室で
お使いください。

個室料金は？

患者さんのプライバシーや感染予防対策の観
点から全部屋個室となっております。

有料個室は1日2750円（税込）となってお
り、この料金には、テレビ・冷蔵庫・Wi-Fi
使用料（1650円分）も含まれています。

特別個室は、室内シャワー・トイレ付・大型
テレビ・ソファ完備となり、1日11000円
（税込）となっております。上記使用料は料
金に含まれています。

荷物の受け渡しはいつ？

荷物の受け取り、持ち帰りは月・火・水・
木・金曜日の14時から17時です。1階受付
で対応しております。（祝日は除きます）

入院 Q&A

• 治療・検査などを行う際の誤認防止の観
点から、入院中はリストバンドを装着し
ていただきます。ご協力をお願いいたし
ます。

リストバンド

• 新型コロナ感染症防止のため、入院患者
さんへの面会は原則禁止とします。

• 手術当日はご家族へ手術後に病状説明が
ありますので待機していただく必要があ
ります。（人数は1名まで。病室で待機し
ていただきます）

• 病棟に来られる方は、受付窓口で検温と
問診を実施の上、面会許可証を身につけ
ていただきます。面会許可証のない方は
病棟にお入りいただけません。

面会について

当院では入院の際に１階受付にて50000円
を保証金としてお預かりしております。保証
金預かり証をお渡しし、退院時のお会計の際
に保証金をお返しします。

入院時の保証金

◆手術は効果の高い治療方法です。ただし
手術の効果をより高め、機能を回復する
ためには、早期からリハビリを進めるこ
とが重要です。

◆手術後は、痛みをお薬でコントロールし
歩行補助具や装具を使いながら、できる
ことを患者さんご自身でおこなっていた
だくことが、効果的なリハビリにつなが
ります。

術後の早期離床が何より大切です！

• マニキュア、ペディキュアは落としてく
ださい。透明な場合も落としてください。

• 爪に生体モニターを装着しますが、マニ
キュア等を施されていますと、評価でき
なくなりますので、ご遠慮ください。

ネイルについて
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